
 南房総市第１次産業振興プラン骨格（素案）のパブリックコメント実施結果 

    

１ 目的 

  南房総市第１次産業振興プラン骨格の素案について広く市民から意見を求め、プ

ラン作成の参考とするため、パブリックコメントを実施しました。  

 

２ 実施期間 

  平成２３年１２月１５日（木）から平成２４年１月１３日（金）までの３０日間 

   

３ 周知方法 

⑴市ホームページ及び広報「みなみぼうそう」お知らせ版にパブリックコメント

の実施について掲載    

     ⑵市役所本庁及び各支所でプラン骨格素案本文の閲覧実施 

  ⑶市ホームページでプラン骨格素案本文を掲載 

 

４ 意見の提出状況 

  意見の提出者数 １人 

 

５ 意見の区分と意見に対する考え方 

１７ページについて 

意見の概要 意見に対する考え方 

木質バイオマスエネルギーの利用促進

や、新たなエネルギーの活用は、３．１

１以後エネルギーの自給が問題となって

いる現在、持続的な産業にする上で不可

欠であり、積極的に取り組むべきと考え

ます。 
またこういった取り組みは、「エコ」な

過程で作られた一次産物として、一次産

品の南房総ブランドの構築にも役立つの

ではないでしょうか。１１ページにある

「環境と調和した農業の推進」とあわせ

ることにより、エコな一次産業のまち、

と謳うことが可能になり、南房総市のシ

ティプロモーションにも役立つと考えら

れます。従って、そういった取り組みを

していることの宣伝及びブランド化に

も、力を入れるとよいのではないかと考

えます。 
木質バイオマスエネルギーについて、第

一次産業内での利用についてのみ言及さ

れていますが、木質バイオマスも一次産

業の産物であると考えられるので、地産

地消・地域内循環の観点から、一般市民

にも利用しやすくなる仕組みづくりや普

本プランについては、本市第１次産業の

今後１０年間の取り組み方針を示すものと

なっており、ご意見をいただいた１７ペー

ジについては、喫緊の課題に対し取り組む

べき事業として記載しました。 

ご意見のとおり地域に存在する資源を再

生可能エネルギーとして活用し、環境にや

さしい産業を育成することで「エコな一次

産業のまち」として進めることは、環境観

光都市を推進する市として重要なことであ

ると認識しています。 

今、消費者からは、安全で安心な農産物

であること、また、品質の良いもの、こだ

わりの栽培をされているものが求められて

います。消費者・実需者への宣伝や啓発活

動を進めていく中では、生産者と一緒に環

境と調和した農業推進の気運醸成が必要だ

と感じます。 

なお、木質バイオマスエネルギーの利活

用は、環境保全・農業経費の削減・新たな

産業創出などの効果を目的として本プラン

に取り入れています。本プラン策定後にお

ける事業推進の中では、第１次産業以外で

も同バイオマスが利活用できる仕組みづく



及活動にも取り組んで頂きたいと思いま

す。例えば、薪ストーブを普及させるた

め、山を持っていない人でも、薪を利用

しやすくなる仕組みづくりなどです。 

 

りを併せて検討してまいります。 

 

 


